令和４年度　視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）
　　資質向上研修　　実施要領

＜趣旨＞
移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修の指導者の増員と質の向上を目指すとともに、移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修未実施地域の解消を図ることを目的とする。

＜実施主体＞
主催 　社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合
実施機関　 日本視覚障害者団体連合内 同行援護事業所等連絡会

＜受講対象者＞　
（一般の部）　以下の①②③いずれにも該当すること
1 定められた日程について参加ができる者
2 視覚に障害がない者
3 移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修の講師として、または企画・運営者として関わっている、もしくは、今後関わる予定があり、それについて所属事業所または養成研修実施事業所の証明がある者
なお、移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修に企画・運営者としておよび講義の講師としてのみ関わっている者については、講義のみの受講とする。

（視覚障害当事者の部）　以下の①②いずれにも該当すること
1 定められた日程について参加ができる者
2 移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修の講師として、または企画・運営者として関わっている、もしくは、今後関わる予定があり、それについて所属事業所または養成研修実施事業所の証明がある者
なお、移動支援従事者養成研修および同行援護従業者養成研修に企画・運営者としておよび講義の講師としてのみ関わっている者については、講義のみの受講とする。
　
[bookmark: _Hlk100219544]（更新の部）
1 定められた日程について参加ができる者
2 平成２５年以降に視覚障害者移動支援従事者（同行援護従業者）資質向上研修を受講の際【指導者認定証】を受領し、その認定証の期限が切れる（切れている）者
※一般の部・視覚障害当事者の部を問わない。


＜日程・開催地・申込締切日＞
※定員になり次第、締切日以前でも締め切ります
（一般の部）
	日程
	開催地
	申込締切日

	１期
	令和４年　８月１２日（金）～１５日（月）
	京都ライトハウス
	令和４年　７月１５日（金）

	２期
	令和４年１０月２６日（水）～２９日（土）
	日本視覚障害者センター
	令和４年　９月２８日（水）

	３期
	令和５年　２月１０日（金）～１３日（月）
	京都ライトハウス
	令和５年　１月１３日（金）



[bookmark: _Hlk67559944]（視覚障害当事者の部）
	日程
	開催地
	申込締切日

	１期
	令和４年　９月　１日（木）～　３日（土）
	日本視覚障害者センター
	令和４年　８月　４日（木）

	２期
	令和４年１２月　９日（金）～１１日（日）
	奈良県社会福祉総合センター
	令和４年１１月１１日（金）



[bookmark: _Hlk100219806]（更新の部）
	日程
	開催地
	申込締切日

	１期
	令和４年１０月１４日（金）～１５日（土）
	日本視覚障害者センターもしくはＺｏｏｍ
	令和４年９月１６日（金）

	２期
	令和５年　３月１９日（日）～２０日（月）
	京都ライトハウスもしくはＺｏｏｍ
	令和５年２月１７日（金）



[bookmark: _Hlk100219834]※なお、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、一般の部・視覚障害当事者の部については、開催を中止する場合がある。中止かどうかの判断は、各会場の申込締切日の状況で行い、受講希望者には速やかに通知する。
[bookmark: _Hlk100219870]　更新研修に関しては、Ｚｏｏｍ研修のみに切り替え実施する場合がある。

＜申込に際して必要な書類＞
申込開始日は令和４年４月１日とする。

[bookmark: _Hlk100219959][bookmark: _Hlk100219939]（一般の部・当事者の部）
1 申込票　（別紙１－１A、１－１B）
2 養成研修従事証明書　（別紙１－２）
（実際に移動支援従事者及び同行援護従業者養成研修に関わっている、または関わる予定があることを所属事業所または養成研修実施事業所によって証明されるもの）

[bookmark: _Hlk100219984]（更新の部）
1 申込票（別紙１－１C）　
2 【同行援護従業者養成研修の修了証】もしくは【移動支援従事者養成研修修了証】を所持している者はそのコピー　　※資質向上研修の修了証ではありません。

＜申込方法＞　
申込は下記の方法のとおり。
ただし、受講料、交通費、宿泊費を都道府県に負担いただける場合があるので、申込に際してはまず都道府県に確認のこと。

（都道府県が取りまとめる場合）
1 管内市区町村、事業所、視覚障害者団体及び個人から都道府県に申込む。
2 都道府県が参加者のとりまとめを行う。
3 都道府県から日本視覚障害者団体連合に必要書類を電子メールまたは郵送にて送付。
4 日本視覚障害者団体連合から受講決定通知を都道府県に電子メールで送信し、受講者には直接受講決定通知を送付。

（団体等が取りまとめる場合）
1 団体等は、近隣の市区町村、事業所（同行援護・移動支援従事者養成研修実施事業所、同行援護・移動支援事業所）等に参加者推薦依頼をする。
2 近隣の市区町村、事業所及び個人から団体等に申込む。
3 団体等が参加者をとりまとめて、都道府県へ連絡する。
4 都道府県から日本視覚障害者団体連合に必要書類を電子メールまたは郵送にて送付。
5 日本視覚障害者団体連合から受講決定通知を都道府県に電子メールで送信し、受講者には直接受講決定通知を送付。

（個人で申込みの場合）
1 日本視覚障害者団体連合に必要書類を電子メールまたは郵送にて直接送付。
2 日本視覚障害者団体連合から直接受講決定通知を送付。

＜定員・最小催行人数＞
・一般の部
京都会場（京都ライトハウス）：定員２４名とし、６名未満の場合は開催しない。
東京会場（日本視覚障害者センター）：定員１８名とし、６名未満の場合は開催しない。　
・視覚障害当事者の部
東京会場（日本視覚障害者センター）：定員１８名とし、６名未満の場合は開催しない。
[bookmark: _Hlk100220549]奈良会場（奈良県社会福祉総合センター）：定員１８名とし、６名未満の場合は開催しない。
[bookmark: _Hlk100220558]　・更新の部
　　　京都会場（京都ライトハウス）：会場３０名、Ｚｏｏｍ５０名とし、両方合わせて１０名未満の場合は開催しない。
　　　東京会場（日本視覚障害者センター）：会場１８名、Ｚｏｏｍ５０名とし、両方合わせて１０名未満の場合は開催しない。
＜受講料＞
[bookmark: _Hlk100220617][bookmark: _Hlk100220632]受講決定通知に記載された期日までに指定された口座へ振り込むものとする。期日までに支払いが確認できない場合は受講できない場合がある。
[bookmark: _Hlk100220671]会場での参加においては途中欠席、Ｚｏｏｍにおいては途中退席や電波状況の悪化で接続不能等により修了できなかった場合も受講料は全額納付することとし、また、返金もしない。
　　・一般の部　
全日程受講　２８,０００円　 ／　 講義のみ受講　１３,０００円
　　・視覚障害当事者の部　
全日程受講　２１,０００円　 ／　 講義のみ受講　１６,０００円
[bookmark: _Hlk100220699]　　・更新の部
　　　　　会場・Ｚｏｏｍともに　１５，０００円
[bookmark: _Hlk100220720]なお、一般の部については、研修中、中央法規出版「同行援護従業者養成研修テキスト」の第４版（２,６４０円）を使用するので、受講者は持参ないしは当日購入すること。

＜研修カリキュラム＞
[bookmark: _Hlk100220747]一般の部は１－３Ａを参照のこと
[bookmark: _Hlk100220767]視覚障害当事者の部は１－３Ｂを参照のこと
更新の部は１－３Cを参照のこと

＜受講決定＞
受講の可否は、いずれの場合も受講希望者へ日本視覚障害者団体連合から郵送にて、決定後１週間以内に通知する。
定員を上回る応募があった場合には、この研修の趣旨に基づき、「養成研修従事証明書」の提出がある者から優先して受講決定を行うこととする。
[bookmark: _Hlk100220830]　受講料の振り込み、研修受講上必要な内容については受講決定通知に記載する。

＜修了証・認定証＞
研修を受講した者には「修了証」を発行する。ただし、遅刻・早退や受講態度が著しく悪い者については、「修了証」を発行しない場合がある。
また、同行援護従業者養成研修の指導者としてふさわしいと主催者が認めた者には「修了証」とは別に「指導者認定証」を発行する。
この「指導者認定証」は有効期限を５年とする。

＜研修中の事故等について＞
主催者は受講者の安全を考慮し、傷害保険に加入する。
万が一事故等が起こった場合には加入している保険の範囲内で補償する。



＜個人情報の取扱いについて＞
受講申込票、養成研修従事証明書に記載された個人情報は本研修の実施に関わる必要最小限度の目的のみに使用する。
指導者認定証の対象者については、地域において開催される同行援護従業者養成研修への積極的な登用を目的として、日本視覚障害者団体連合から各都道府県、障害者団体、研修事業者等へ通知するものとする。
[bookmark: _Hlk46837633]
＜新型コロナウイルス対策について＞
　研修開催において、感染予防対策を十分に行いながら実施するが、受講者は研修参加に際してはマスクを必ず着用し参加のこと。
　また、感染者の増加に伴い、緊急事態宣言が発令される、もしくはそれと同等と判断できる場合には、開催を中止することもあり得る。その場合の判断は各会場の申込締切日の状況で行い、速やかに通知するものとする。

＜研修受講に関するお問い合わせ先＞
同行援護事業所等連絡会事務局　
　メール：jim_doukouenngo@yahoo.co.jp　　　電話：０９０-１５７４-５７７６　（金村）

＜連絡先＞
日本視覚障害者団体連合組織部団体事務局　
　メール：jim@jfb.jp　　　　電話：０３-３２００-００１１（内線６）　　　

＜申込書送付先＞
　郵送：〒１６９－８６６４
東京都新宿区西早稲田２－１８－２
社会福祉法人日本視覚障害者団体連合
　メール：jim@jfb.jp

